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1. 序論：意匠知財エコシステムへの生成AIの不可逆的浸透と
国際的潮流 
画像生成AI（Generative AI）および大規模言語モデル（LLM）の急速な進化は、プロダクトデザイン
の構想から意匠出願、審査、権利維持、そして侵害へのエンフォースメントに至る一連のライフサイ

クルに対して、パラダイムシフトをもたらしている。伝統的に、意匠権の取得には人間の高度な創造

性と、極めて厳格な方式要件に基づく図面作成、ならびに精緻な法的論理の構築が要求されてき

た。しかし現在、AIはこれらのプロセスの一部を代替し、あるいは強力に拡張するツールとして本格
的に実装されている1。 

世界知的所有権機関（WIPO）が主催する「IP Policy and AI」に関する一連の対話（Conversation）で
は、生成AIが人間の創作者に対する脅威となるか、あるいは価値ある協働者となるかという根本的
な問いが提起されている3。WIPOの議論において中心的な課題となっているのが、AI生成コンテンツ
の著作権および意匠保護の適格性に関する「アウトプット問題（output problem）」や、ディープフェ
イクに伴う肖像権・意匠権の侵害リスク、さらにはオプトアウトメカニズムや透明性要件の実装である
3。同機関が募集したパブリックコメントには世界中から250以上の意見が寄せられ、発明者適格性、
データ保護、技術格差の是正、さらには知財行政における決定の透明性といった13の主要課題に対
する国際的な関心の高さが浮き彫りとなっている4。 

このようなグローバルな議論を背景に、本稿では、意匠出願・権利化業務（図面の作成、明細書の

記載、拒絶理由通知への応答、補正、知財管理）における生成AIの活用の現状を網羅的かつ詳細
に分析する。デザイン開発の初期段階におけるAIレンダリングツールの導入実態から、各国特許庁
（日本国特許庁：JPO、米国特許商標庁：USPTO、欧州知的財産庁：EUIPO）が直面している制度的
課題や最新の審査ガイドラインの改訂に至るまでを深く掘り下げる。AIの活用は、業務効率化や先
行意匠調査の高精度化といった恩恵をもたらす一方で、「図面の整合性欠如による方式要件違反」

「大量生成されたAI意匠による新規性喪失リスク」「発明者・創作者としての適格性」といった新たな
次元の法的リスクを惹起している6。本レポートは、これらの複雑に交錯する技術的進展と法的課題

を解き明かし、意匠実務における次世代のベストプラクティスとリスクマネジメントの要諦を提示す

る。 

2. 意匠創作から出願図面・書類作成プロセスにおける生成AI
の活用と技術的限界 



2.1 図面および写真作成プロセスにおける革新と「整合性」の法的壁 
意匠出願における中核的要素は、権利範囲を視覚的に特定するための図面、写真、またはCGであ
る。近年、Vizcom.aiなどの描画の意図を汲み取るツールが登場し、スケッチを即座に高精細な3Dレ
ンダリングや写真調の画像に変換することが可能となった1。これらのツールは、単にテキストから画

像を生成するだけでなく、デザイナーの手描きスケッチの線画に対する追従性を制御する機能（

Drawing Influence）を備えており、純粋なテキスト生成モデルにはない精度を提供している1。さら

に、特定のブランド言語や素材感、インハウスのデザイン規準をAIに学習させるカスタムパレット機
能を利用することで、生成される全てのレンダリングが一般的な学習データではなく、独自のブランド

DNAを反映したものとなる1。 

意匠出願における図面作成プロセスは、生成AIの導入によって人間とAIの役割分担が明確化され
つつある。具体的には、このプロセスは5つの段階に大別される。第一段階の「アイディエーション」
および第二段階の「コンセプトレンダリング」においてはAIが圧倒的な役割を担い、多様なアイデアの
高速視覚化を実現する。続いて第三段階の「マルチビュー生成」においては、AIが別角度からの画
像を生成しつつも、人間による指示と微調整が介在し始める。第四段階の「正投影図の作成と法的

整合性の確認」、および第五段階の「最終出願図面の完成」に至ると、AIの役割は後退し、方式要件
に適合させるための人間の専門的介入と、CADやベクターツールによる緻密な調整が完全にプロセ
スを支配するようになる。この移行は、初期の探索的作業から法的な権利範囲を画定する厳密な作

業へのシフトを如実に示している。 

この役割分担が必要とされる理由は、現在の生成AI技術が抱える本質的な限界にある。意匠出願
において、特に日本や米国などで標準とされる正投影図法による六面図（正面、背面、左側面、右側

面、平面、底面図）では、全ての図面が同一の縮尺であり、立体として完全に矛盾なく一致している

ことが厳格に要求される11。しかし、確率論的なピクセル生成モデルである画像生成AIは、異なる視
点からの画像を生成した際（例えばVizcomのNew View機能等を使用した場合でも）、部品の配置、
比率、微細なディテールにおいて、人間には気づきにくいレベルの「不整合（Inconsistencies）」を生
じさせる傾向がある8。 

意匠図面における図面間の不整合や参照番号の食い違いは、USPTOの37 CFR § 1.84(p)要件、
EPOの欧州特許条約（EPC）第84条および規則46、さらには特許協力条約（PCT）規則11.13(m)等の
国際的な方式要件において、致命的な拒絶理由となる8。実際、米国の著名な判例である「Times 
Three Clothier, LLC v. Spanx, Inc.」事件においては、提出された図面が不一致であり、法的基準を
満たす明確性に欠けていると判断された結果、2つの特許が無効とされている8。したがって、AIが生
成した画像を最終的な意匠図面として用いるためには、滑らかな曲率の流れを示すG2連続性や、
自動車のクラスAサーフェスに求められるG3連続性を持つ厳密な3D CADモデルへの再構築、ある
いはスイープやロフト機能を駆使した専門的なトポロジーのクリンナップが依然として不可欠である12

。おおよそ10件に1件のAI生成モデルのみが修正なしで利用可能であるという実務上の統計も、人
間による介入の重要性を裏付けている12。 

2.2 コンピュータ生成画像およびデジタル意匠の要件緩和の進展 
図面の方式要件に関する議論は、デジタル意匠（GUIやAR/VRデザイン等）の領域において新たな
展開を見せている。米国において、長らくGUIの意匠は物理的な「ディスプレイスクリーン」上の「表面



装飾（surface ornamentation）」として扱われ、米国特許法第171条(a)に基づく「物品（article of 
manufacture）」の要件を満たすために、図面の一部に物理的なディスプレイを含めることが求めら
れてきた（Ex parte Strijland審決に基づく実務）14。 

しかし、2026年3月にUSPTOが発行した補足ガイダンスにより、この要件は大幅に緩和された15。新

しいガイダンスでは、物理的なディスプレイスクリーンを図面に描写するという従来の要件が撤廃さ

れ、タイトルとクレームで物品が特定されていれば、GUIに加えて、ホログラム、プロジェクション、お
よびAR/VRデザイン（PHVARと総称される）のような、固定されたディスプレイスクリーンを持たないデ
ザインも特許適格性を有することが明確化された14。この方針転換は、生成AIを用いて設計されるこ
との多い非実体的なデジタルインターフェースの権利化を促進するものである。これにより、米国も、

純粋なデジタルデザインを物理的物品と結びつけることなく保護してきた日本やシンガポールなどの

法域に一歩近づくこととなった14。 

2.3 出願書類の記載と拒絶理由通知応答への生成AIの適用リスク 
意匠出願における「意匠の説明」のドラフト作成や、特許明細書の作成支援におけるLLM（大規模言
語モデル）の活用は、業務の効率化に大きく寄与している。しかし、AIを利用して出願書類を作成す
る際には、表面上の文章の流麗さに隠された致命的な欠陥に注意を払う必要がある。米国特許実

務において顕著となっているのが、米国特許法第112条が規定する「実施可能要件（Enablement）」
を満たせないという問題である6。 

2023年の連邦最高裁判所判決（Amgen v. Sanofi）において、広範な機能的クレームにはそれに見
合う広範な実施可能要件の開示が必要であり、単なる目標の記述はそれを達成する方法を教示す

ることにはならないと判示された6。生成AIは、既存の特許用語を組み合わせて妥当に見える機能的
記述を生成することには長けているが、当業者が過度な実験を行うことなく発明を実施できるレベル

の具体的な裏付けを構成することは困難である6。日本の特許庁（JPO）は、AI関連発明の開示要件
について、深層学習モデルの重みやパラメータの完全な開示がなくても、明細書の記載に基づいて

当業者が実施可能であれば要件を満たすという見解を示しているが、これは人間の発明者が技術

的本質を適切に言語化できていることが前提となっている16。 

さらに、審査過程における「拒絶理由通知（Office Action）」への応答においては、AIの適用限界が
より鮮明となる。拒絶理由への応答は、単に引用文献のテキストを要約する作業ではない。審査官

の指摘の意図を正確に理解し、引用文献に開示された形状や模様と本願意匠との微細な「美感の

差異」を言語化し、創作非容易性や類否判断基準といった高度な法的枠組みに則って反論を構築す

る必要があるため、現在のAI単独での対応は極めて困難である17。 

3. 審査および権利化プロセスにおける技術的・法的展開 
3.1 意匠審査におけるAI検索支援ツールの実装と国際連携 
審査品質の均質化と効率化を図るため、各国の特許庁はAI技術を自庁のシステムに積極的に統合
している。 

日本国特許庁（JPO）は、「人工知能（AI）技術の活用に向けたアクションプラン」の2024年改訂版に
基づき、審査業務へのAI実装を推進している18。JPOは2023年4月から、商標審査においてAIを活用



した画像検索システムを審査官向けに導入しており、意匠分野への適用拡大も進めている19。特筆

すべきは、外部のAI専門家や企業を対象としたコンペティションを通じて技術調達を行っている点で
ある。この取り組みにより、従来の画像検索ツールと比較して検索精度を約70%にまで引き上げ、以
前のシステムの2倍以上の精度を実現するモデルの開発に成功している20。また、JPOのAI支援は
画像検索に留まらず、機械学習モデルに基づく概念検索の再ランク付け、自動的なFI/Fタームの付
与、さらには特許審査管理業務へのアジャイル開発アプローチの導入など、多岐にわたる18。 

米国特許商標庁（USPTO）も、2025年7月に意匠特許審査官向けに特化したAI画像検索ツール「
DesignVision」を導入した22。このツールを用いた審査官の検索履歴や結果は、出願ファイルの検索

メモやサマリーレポートとして出願人および一般に公開される仕組みとなっており、行政手続きにお

ける透明性の確保というWIPOが掲げる命題にも合致している22。 

こうした審査ツールの高度化と並行して、JPOは中国国家知識産権局（CNIPA）、ドイツ特許商標庁（
DPMA）、欧州特許庁（EPO）などと審査官交換プログラム（Examiner Exchange Program）を定期的
に実施し、相互の審査実務の理解促進やAIツールの活用手法の共有を図っている21。これにより、

異なる法域間での意匠審査の品質向上と予測可能性の高まりが期待されている。 

3.2 発明者適格性と創作者要件のパラダイムシフト（米国法実務） 
AIを用いて創作された意匠に関して最も先鋭的な議論が行われているのが、発明者（創作者）適格
性の問題である。USPTOは2025年11月28日、AI支援発明に関する審査ガイダンスを抜本的に改訂
し、以前の2024年版を完全に撤回した23。この新ガイダンスは、AIイノベーションを促進する米国の
政策転換（pro-AI innovation policy shift）を反映しつつも、長年の判例法理を堅持する精緻なもの
となっている23。 

意匠実務において決定的に重要なのは、この新ガイダンスが米国特許法第171条（35 U.S.C. 171）に
基づく意匠特許に対しても、実用特許と全く同一の基準で適用されると明言されたことである23。主要

な法的要件は以下の通り定義されている。 

第一に、「自然人のみの発明者適格性」である。いかに高度な自律性を有するAIシステムであって
も、それ自体を発明者や共同発明者として指定することはできない23。AIシステムは、ソフトウェアや
実験器具と同様の「単なるツール（Instruments）」として位置づけられる23。 

第二に、「着想（Conception）のテスト」である。意匠特許における発明とは、自然人が「完全かつ動
作可能な発明（意匠）の確定した永続的なアイデア」を心の中に形成するプロセスを指す24。自然人

はこの着想のプロセスに対して、全体から見て質的に「些細ではない重大な貢献（Significant 
Contribution）」を行わなければならない24。USPTOは、AIシステムを単に所有していること、あるい
はAIシステムに対して「知的支配（intellectual domination）」を維持しているだけでは、自然人が発
明者となる要件を満たさないと明確に退けている26。 

第三に、共同発明の判断基準である。複数の自然人がAIを利用して意匠を創作した場合、各自然人
が共同発明者として適格であるかを判断するために「Pannu要件（Pannu-factor analysis）」が適用さ
れる23。一方で、自然人が1名のみ関与している場合には、このPannu要件の分析は不要となり、審
査の合理化が図られている23。 



さらに実務上多大な影響を与えるのが、優先権主張に関する要件の厳格化である。米国意匠特許

出願において、外国出願（例えば日本での意匠出願）に基づく優先権を主張する場合、両方の出願

に少なくとも1人の共通する「自然人」の発明者が含まれていなければならない24。外国出願において

AIが単独の発明者として記載されている場合、米国での優先権主張は完全に拒絶される。また、外
国出願で自然人とAIが共同発明者として登録されている場合、米国の出願データシート（ADS）提出
時にAIを削除し、自然人のみを記載する訂正手続が義務付けられている24。さらに、AIシステムから
の権利譲渡（Assignments）をUSPTOに記録することも禁じられている26。 

 



 



 
米国での適格性審査の基準引き上げは、意匠だけでなく実用特許（特許法第101条）の分野でも顕
著である。2014年のAlice判決以降、ソフトウェア特許の保護要件は流動的であったが、2024年7月
のガイダンス更新により、AIを利用した発明が「抽象的アイデア」に該当するか否かの審査におい
て、単にAIを名目的に追加するだけ（token use）では特許性を確保できなくなった27。審査官は、ク

レームされたステップが人間が頭の中やペンと紙で実行できる「精神的プロセス（Mental Process）」
に該当しないか、そしてAIの適用が技術分野への具体的な「改善（Improvement）」をもたらしている
かを厳格に評価するよう指導されている28。 

4. 知財管理と侵害対策（エンフォースメント）における生成AI
の活用 
4.1 類似意匠検索プラットフォームの高度化と知財管理の効率化 
企業の知財部や特許事務所における知財管理業務は、AIの導入によってかつてない効率化を遂げ
ている。特に、出願前のクリアランス調査（FTO調査）や競合他社の動向監視（SDI）において、画像
データを直接入力可能な「AI類似画像検索プラットフォーム」の浸透が著しい。 

例えば、Patentfieldプラットフォームが実装した「類似画像検索機能」は、深層学習によるセマン
ティック検索技術を応用し、従来のテキスト検索の限界を突破した29。このシステムは、製品の設計

図やプロトタイプの画像をアップロードするだけで、日本、米国、欧州、台湾の特許公報、および日

本、米国、台湾の意匠公報から、類似する図面を言語の壁を越えて横断的に検索する29。公報の

「代表図」のみを対象とするモードと、「全図面」を網羅するモードを使い分けることで、検索の粒度を

調整できる29。 

これにより、開発の初期段階で必要な特許資料が揃っていない状態でも、直感的な視覚情報に基づ

いて侵害リスクを早期に発見し、設計変更による開発コストと時間の無駄を回避することが可能と

なっている29。また、同プラットフォームの「PFレポート機能」を利用すれば、検索された母集団に基づ
くグラフや分析マップを自動生成できるため、これまで手作業で行っていた分析チャートの作成工数

が大幅に削減され、他部門への知財動向の共有や新人教育の教材としての活用が進んでいる29。 

4.2 EUIPOが提示する権利侵害とエンフォースメントへの影響 
欧州知的財産庁（EUIPO）は、AI技術が意匠および著作権の侵害・エンフォースメントに与える影響
に関する包括的な調査報告書を定期的に公開している31。2022年の調査において、EUIPOの専門家
グループ（Impact of Technology Expert Group）は、ローレンス・レッシグの「Code Theory（サイ
バースペースの法と他の規範）」理論を応用し、AIの技術的影響を「市場」「法」「社会文脈」「技術そ
のもの」の4つの角度から分析した32。 

同報告書は、AIがもたらす機能を「感知（Sensing）」「推論（Reasoning）」「行動（Acting）」「評価（
Assessing）」「推測（Inferring）」「予測（Predicting）」という能力に分類し、これらが意匠の保護と侵
害の双方に利用され得ると指摘している35。例えば、生成AI（GenAI）が既存の意匠や著作物を無断
で学習データとして利用し、新たな模倣コンテンツを大量生成するリスクが深刻化している33。2025
年5月に公開されたEUIPOの報告書（The Development of Generative AI from a Copyright 



Perspective）では、学習データとしての著作物利用の合法性と、生成されたコンテンツに対する権利
の帰属という2つの主要な課題が分析されている33。 

一方で、エンフォースメント（権利行使）の観点からは、AIは強力な防衛手段となる。コンピュータビ
ジョンを活用して市場に出回る侵害品を自動的に検知・分類し、パターン認識を通じて将来の侵害発

生箇所を予測する技術が既に実用化されている31。さらに、AIとブロックチェーンを組み合わせて真
正品を検証するためのセキュアなラベルやコードの生成、法的手続きにおいて膨大な証拠データを

分類する機械学習ツール、さらには侵害サイトの動的ブロッキング命令を自動生成するエキスパート

システムの活用が提唱されている31。 

ただし、EUIPOはAI技術の限界についても警告している。AIは大量の高品質な学習データに依存し
ており、出現頻度の低い「ロングテール」な問題への対処が苦手であること、用途が特定のシナリオ

に限定されること、そしてアルゴリズムそのものに開発者のバイアスが内在していることなどが挙げ

られる31。また、量子コンピューティングの発展によってAIの処理能力がさらに飛躍する可能性にも言
及しており、AIの判断根拠を人間が理解・信頼できるようにするための「説明可能なAI（Explainable 
AI）」の導入が不可欠であると結論づけている31。 

5. 将来の法改正に向けた課題と実務的提言 
5.1 AIによる「先行技術の大量生成」と日本の2026年法改正に向けた動向 
知財システムが直面している最も深刻な脅威の一つが、生成AIの悪用による「意匠の大量生成」と
それに伴う「新規性の破壊」である7。現在の日本の特許法や意匠法においては、AIによって生成さ
れた発明やデザインの大量公開を取り締まる明確なルールが存在しない7。製品を市場に投入する

計画を持たない個人や事業者が、既存の自動車デザインや化学物質の構造式を無断でAIに学習さ
せ、そこから生成された膨大なバリエーションのデザインをインターネット等で一斉に公開することが

可能となっている。 

意匠法において「新規性」は登録の絶対的要件である。もしAIによって生成された数万点のデザイン
が公知技術（先行意匠）として蓄積されてしまえば、正当なメーカーが多大なリソースを投じて開発し

た新製品のデザインが、AIが過去にランダム生成した画像と類似していると判定され、意匠権を取
得できなくなる事態が生じる7。また、悪意のある者が他者の出願を妨害する目的で、AIを用いて標
的となる技術分野周辺の先行技術を意図的に量産する手法も危惧されている37。 

このようなAIによる「先行技術の海」の意図的な汚染から正当な創作者とイノベーションを保護する
ため、JPOは2026年を目途に特許法および意匠法を改正する方向で本格的な議論を開始している7

。法改正においては、大量生成されたAI意匠の公知文献としての取り扱いの制限や、無断学習に基
づく成果物の法的地位の再定義など、抜本的な対策が検討される見込みである7。 

5.2 専門家団体のガイドラインと実務家へのリスクマネジメント要請 
このような不確実性の高い法的環境において、実務家はどのような対策を講じるべきか。日本弁理

士会（JPAA）は、2025年4月に「弁理士の業務におけるAI利用ガイドライン」を施行し、専門職として
の規範を示している19。同ガイドラインでは、AIの利用がもたらす「著作権侵害リスク」「新規性喪失リ
スク」「情報セキュリティの確保」「出力の正確性の検証」という4つの主要課題について、実務家が特



別の注意を払うよう求めている38。 

また、INPIT（独立行政法人工業所有権情報・研修館）等を通じた実務家向けのAI研修も活発化して
おり、生成AIを用いた意匠出願における具体的なリスクマネジメント手法の普及が急務となっている
39。これまでの論考を総合すると、企業の知財部門や特許事務所に求められる具体的な実践方針は

以下の3点に集約される。 

1.​ 機密情報の遮断とクローズド環境の構築：出願前の未公開デザインやプロンプトをパブリック
な生成AIサービスに入力することは、意匠の新規性喪失に直結する。実務においては、学習
データとして利用されないオプトアウト契約が明示されたエンタープライズ版のAI環境、あるい
はローカル環境で稼働する閉鎖型モデルを利用することが絶対条件となる。 

2.​ 発明者適格性の証跡管理の徹底：米国出願等を見据え、デザインプロセスにおいて「自然人
による着想と重大な貢献」があったことを証明する証跡（入力したプロンプトの履歴、生成結果

の取捨選択プロセス、CADツール等による事後的な修正履歴）を継続的に記録し、管理する
体制を構築する40。 

3.​ 高度なクロスチェックと方式要件の担保：AIが生成した図面や出願書類のドラフトに対しては、
各国の方式要件（図面間の整合性、実施可能要件を満たす記述）に照らして、人間による厳

格なクロスチェックとクリンナップを実施する工程を業務フローに組み込む41。 

6. 結論 
意匠出願および権利化業務における生成AIの活用は、部分的な実証実験の段階を完全に脱し、競
争力を左右する実務インフラとして定着しつつある。Vizcomのような意図を反映する高度なレンダリ
ングツールによるアイディエーションの爆発的な加速や、Patentfield等の類似画像検索プラット
フォームがもたらすクリアランス調査の効率化は、知財管理プロセスに破壊的なイノベーションをもた

らした。各国特許庁もまた、AI検索支援ツールを内部システムに実装し、膨大かつ複雑化するデジタ
ルデザインの審査能力の向上に努めている。 

一方で、法制度や審査基準は依然として「自然人による創作」を根源的な前提として構築されてお

り、技術の進展との間に深刻な摩擦を生じさせている。米国が2025年の改訂ガイダンスで意匠特許
に対する「自然人による着想」と「重大な寄与」の要件を厳格化したことや、日本がAIによる先行技術
の大量生成という新たな脅威に対抗するために2026年の意匠法改正に向けた議論を開始したこと
は、知財エコシステムがこの異質な技術をいかに包摂し、かつ正当な人間のイノベーターを保護する

かという苦闘の表れである。また、図面の法的整合性や書類の実施可能要件という観点において

も、AIの出力には本質的な脆弱性が残存している。 

これからの知財実務家や企業に求められるのは、AIツールへの無批判な依存ではなく、AIと人間の
長所を融合させた高度な「協調的ワークフロー」の再構築である。AIの得意領域である大量データの
処理、パターンの推論、多様な視覚化の高速生成を最大限に活用しつつ、AIが決定的に欠く論理的
整合性の確保、法的ニュアンスの解釈、そして着想の独自性の担保を人間が補完しなければならな

い。情報セキュリティの管理、創作プロセスの証跡保持、そして急激に変化する各国の法制度への

適応能力を高めた組織のみが、AI時代における意匠戦略の優位性を確固たるものにできるであろ
う。 
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